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⑴ ろ過のしかた ⑵ 物質が水にとけるようすの粒子のモデル

水溶液

⑴ 溶解度曲線 ⑵ 再結晶する量

・（① ）……ろ紙を使って，水溶液と，水にとけずに残った物質とを分ける方法。

・（⑥ ）…1種類の物質でできている物。
・（⑦ ）…いくつかの物質が混じり合った物。

・質量パーセント濃度〔％〕＝

・（⑬ ）…いくつかの平面で囲まれた規則正しい形の固体。
・（⑭

　　）…物質がそれ以上とけることができなくなった状態の水溶液。
・（⑮ ）…物質を 100g の水にとかして飽和水溶液にしたときの，とけた物質の質量のこと。
・（⑯ ）…溶解度の差を利用して，いったん水にとかした固体の物質を再び結晶としてとり出すこと。

とける。
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（水）
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ろうと台ろうと

ろ過した液

ろ紙

液は（②
　）を伝わらせて注ぐ。 物質は，たいへん小さな（④ ）

からできている。

ろうとのあしの
とがっている方を，
ビーカーの

（③ ）
につける。

ばらばらになった（④）は，液中に（⑤ ）
に広がり，その状態はいつまでも続くため，時間が
たっても，液の下の方がこくなることはない。

水の温度と溶解度の関係をグラフに表した

ものを（⑰ ）という。

温度による溶解度の差が

（⑱ ）。
➡結晶をとり出しやすい。

温度による溶解度の差が

（⑲ ）。
➡結晶があまり出てこない。

（⑳ ）で出て
くるミョウバンの質量。

×100
（⑧

　　　　　　）の質量〔g〕
（⑨

　　　　　　）の質量〔g〕
⑪

（砂糖）
⑩

⑫

　　 物質が水にとけるようす，　　 ろ過，　　 物質が水にとけるとは

　　 水溶液，純粋な物質と混合物

　　 溶解度と再結晶
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① コーヒーシュガーとデンプンのうち，水にとけないのはどちらか。

② 物質が水にとけた後の質量は，とける前と比べてどのようであるか。

③ デンプンを水に入れて混ぜたものを一晩置くと，デンプンはどうなるか。

　　 ろ過
☆④　水溶液と水にとけずに残った物質を，ろ紙で分ける方法を何というか。

⑤ ろ過では，ろ過する液は何を伝わらせて注ぐか。

☆⑥　ろ過では，ろうとのあしのとがっている方を，ビーカーのどこにつけるか。

　　 物質が水にとけるとは
⑦ 物質が水にとけたとき，見た目はどのようになるか。

⑧ 物質が水にとけたとき，液のこさはどのようになるか。

⑨ 物質が水にとけると，物質の粒子は液中でどのようになるか。

　　 水溶液，純粋な物質と混合物
☆⑩　水溶液にとけている物質を何というか。

☆⑪　溶質をとかしている液体を何というか。

☆⑫　溶質が溶媒にとけた液全体を何というか。

☆⑬　溶媒が水である溶液を何というか。

☆⑭　 1種類の物質でできている物を何というか。

☆⑮　いくつかの物質が混じり合った物を何というか。

⑯ 水溶液は，純粋な物質と混合物のどちらか。

☆⑰　溶液のこさのことを何というか。

☆⑱　溶液全体の質量に対して，溶質の質量が何％かを表したものを何というか。

☆⑲　質量パーセント濃度を求めるとき，溶質の質量を何の質量でわるか。

⑳ 35％の塩酸100ｇにとけている塩化水素の質量は何ｇか。

　㉑　食塩が20ｇとけている食塩水100ｇの質量パーセント濃度は何％か。

　㉒　食塩50ｇを150ｇの水にとかした食塩水の質量パーセント濃度は何％か。

　　 溶解度と再結晶
☆㉓　いくつかの平面で囲まれた規則正しい形の固体を何というか。

㉔　物質がそれ以上とけることができなくなった状態を何というか。

☆㉕　物質がそれ以上とけることができなくなった状態の水溶液を何というか。

☆㉖　100ｇの水にとける物質の限度の質量を，その物質の何というか。

☆㉗　水の温度と溶解度の関係をグラフに表したものを何というか。

☆㉘　水にとかした固体の物質を，再び結晶としてとり出すことを何というか。

　　 物質が水にとけるようす
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　　右の図のように，石灰水を入れた集気びんの中で，砂糖，食塩，

スチールウール（鉄を細く加工したもの）をそれぞれ燃やした。燃

えた物質は，火が消えたらとり出し，よくふって石灰水の変化を

調べた。次の問いに答えなさい。 （ 4点× 4）

⑴ 燃えた物質はどれか。全て答えなさい。

⑵ 石灰水が白くにごった物質はどれか。全て答えなさい。

⑶ 石灰水の変化から，⑵の物質は何をふくむ物質といえますか。

⑷ ⑶をふくむ物質を何といいますか。

　　質量パーセント濃度が20％で50ｇの食塩水Ａと，質量パーセント濃度が15％で100ｇの食塩水Ｂがある。

次の問いに答えなさい。 （ 4点× 4）

⑴ 食塩水Ａ，Ｂの溶質の質量は，それぞれ何ｇですか。

⑵ 食塩水Ａに食塩水Ｂを全て加えて，食塩水Ｃをつくった。食塩水Ｃの質量パーセント濃度は何％か。

小数第 2位を四捨五入して，小数第 1位まで求めなさい。

⑶ 食塩水Ｃを加熱して，質量パーセント濃度を20％にした。このときの食塩水の質量は何ｇですか。

　　次の実験 1～ 3を行い， 3種類の気体を発生させた。あとの問いに答えなさい。 （ 4点× 5）

【実験 1】　亜鉛にうすい塩酸を加えると，気体Ａが発生した。

【実験 2】　二酸化マンガンにオキシドールを加えると，気体Ｂが発生した。

【実験 3】　石灰石にうすい塩酸を加えると，気体Ｃが発生した。

⑴ 気体Ａ，Ｂは同じ方法で集めることができる。その集め方の名称を答えなさい。

⑵ ⑴の方法で集めることができるのは，それらの気体にどのような性質があるからか。簡単に書

きなさい。

⑶ 気体Ｃは，図 1の装置で集めた。気体がペット

ボトルに半分たまったところでとり出し，ふたをしてよ

くふったところ，図 2のようにつぶれた。ペットボトル

がつぶれた理由を簡単に書きなさい。

⑷ 次の①，②の性質をもつ気体はＡ～Ｃのどれか。それ

ぞれ記号で答えなさい。

① 密度が最も小さい。 ② 物質を燃やすはたらきがある。

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

⑴ ⑵

⑶ ⑷ ① ②

⑴ A B ⑵ ⑶

石灰水

石灰水

ふる。

水槽

水

ペットボトル

石灰石

うすい
塩酸

図１ 図２

／100点
定期テスト予想問題 完成
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　　Ａ～Ｄの物質の水溶液をつくり，温度を変化させたときのようすを

調べるために，次の実験 1～ 3を行った。右の図は，それぞれの物質

の溶解度を示したものである。あとの問いに答えなさい。 （ 4点× 5）

【実験 1】　Ａ～Ｄの物質をそれぞれ60℃の水50ｇにとかし，飽和水溶

液をつくった。次に，それらの水溶液の温度を20℃まで下げたとこ

ろ，結晶ができているのが観察された。

【実験 2】　Ａの物質20ｇをビーカーに入れ，60℃の水50ｇを加えると，

Ａの物質は全てとけた。この水溶液をしばらく放置すると，ある温

度で結晶ができ始めた。

【実験 3】　60℃で質量パーセント濃度が30％のＡの物質の水溶液500ｇ

をつくり，温度を10℃まで下げたところ，結晶が出てきた。

⑴ 実験で行ったように，固体の物質をいったん水にとかし，溶解度の差を利用して，再び固体としてと

り出すことを何といいますか。

⑵ 実験 1で，結晶がいちばん多くできるのは，Ａ～Ｄのどれか。記号で答えなさい。

⑶ 実験 1で，温度を20℃まで下げても，結晶が少ししか出てこないものがあった。その理由を簡

単に書きなさい。

⑷ 実験 2で，Ａの物質の結晶ができ始めたときの温度を次から選び，記号で答えなさい。

ア 20℃　　イ　25℃　　ウ　30℃　　エ　35℃

⑸ 実験 3で，出てきた結晶の質量はおよそ何gですか。

　　図 1と図 2は，固体のパルミチン酸とロウをそれぞれ熱

したときの，熱した時間と温度との関係を表したグラフで

ある。次の問いに答えなさい。 （ 4点× 7）

⑴ 熱し始めてから， 5分後と10分後のパルミチン酸の状

態を，次からそれぞれ選び，記号で答えなさい。

ア 固体　　イ　固体と液体　　ウ　液体

エ 液体と気体　　オ　気体

⑵ 図 1のＡの部分の温度を何といいますか。

⑶ 図 1のＢの部分で，パルミチン酸の粒子はどのような状態

になっているか。図 3のア～ウから選び，記号で答えなさい。

⑷ 図 2のグラフには，図 1のＡの部分が見られないことから，ロウはどんな物質であるといえますか。

⑸ パルミチン酸の質量を 2倍にして同様の実験を行った。このとき，Ａの部分の温度と時間はどうなる

か。それぞれについて書きなさい。ただし，熱し方は変えないものとする。

⑴ ⑵

⑶ ⑷ ⑸

⑴ 5 分後 10分後 ⑵ ⑶

⑷ ⑸ 温度 時間

水の温度〔℃〕

100
ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量〔
ｇ
〕

120

100

80

60

40

20

0
0 10 20 30 40 50 60 70

Ａ

B

C

D

図１
100

80

60

40

20

00 5 10
熱した時間〔分〕

温
度〔
℃
〕

15 20

図２
100

80

60

40

20

00 5 10
熱した時間〔分〕

温
度〔
℃
〕

15 20

パルミチン酸

Ａ Ｂ

ロウ

ア イ ウ
図３

62

　　右の図のように，ビーカーに入れた水に食塩を加えて完全

にとかし，食塩水をつくった。次の問いに答えなさい。

⑴ 食塩のように，水にとけている物質を何といいますか。

⑵ 水のように，食塩をとかしている液体を何といいますか。

⑶ 食塩水のこさはどうなっているか。次から選び，記号で答えなさい。

ア 上の方がこい。　　イ　下の方がこい。　　ウ　どの部分もこさは同じ。

⑷ 食塩水から水を蒸発させると，食塩の結晶

が現れた。食塩の結晶はどのような形をして

いるか。右から選び，記号で答えなさい。

　　十分な量の水に砂糖を入れ，砂糖を完全にとかした。次の問いに答えなさい。

⑴ 砂糖が完全にとけたとき，砂糖の粒子のようすをモデルで表すとどうな

っているか。次から選び，記号で答えなさい。

⑵ つくった砂糖水は水溶液である。水溶液の特
とく

徴
ちょう

を正しく説明しているも

のを，次から全て選び，記号で答えなさい。

ア しばらく放置すると，底の方はとけた物質がこくなってくる。

イ しばらく放置しても，とけた物質の粒子がしずむことはない。

ウ 透明で，色やにおいがないものだけを水溶液という。

エ 液のどの部分をとってもとけた物質のこさは同じである。

　　次の図のように，85gの水に15gの砂糖をとかしてつくった砂糖水Ａと，質量

パーセント濃度が35％で，300gの砂糖水Ｂがある。あとの問いに答えなさい。

⑴ 砂糖水Ａの質量は何ｇですか。

⑵ 砂糖水Ａの質量パーセント濃度は何％ですか。

⑶ 砂糖水Ｂにとけている砂糖の質量は何gですか。

⑷ 砂糖水Ａに砂糖水Ｂを全て加えて，砂糖水Ｃをつくった。

① 砂糖水Ｃの質量は何gですか。

② 砂糖水Ｃにとけている砂糖の質量は何gですか。

③ 砂糖水Ｃの質量パーセント濃度は何％ですか。

⑴
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⑶

⑷

⑴

⑵

⑴

⑵

⑶

①

⑷ ②

③

⑴で，水を少し蒸発させた
ときのモデルをかきなさい。
点線は，もとの水面である。

差がつくここで差がつくここで
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　　右の図は，Ａ，Ｂの 2種類の物質につい

て，水の温度と100gの水にとける物質の

質量との関係を表したものである。次の問

いに答えなさい。

⑴ 物質がそれ以上とけることができなく

なった状態の水溶液を何といいますか。

⑵ 20℃の水100gに，より多くとける物質

はＡ，Ｂのどちらか。記号で答えなさい。

⑶ 60℃で100gの水を 2つのビーカーに用意し，Ａ，Ｂの物質をそれぞれ

とけるだけとかした。次に，これらの水溶液の温度を20℃に下げた。この

とき，より多くの結晶をとり出せるのは，Ａ，Ｂのどちらか。記号で答え

なさい。

⑷ ⑶で選んだ水溶液からとり出せる結晶は約何gか。次から選び，記号で

答えなさい。

ア 約35g イ 約40g ウ 約45g　　エ　約50g

　　右の表は，硝酸カリウムと塩化ナト

リウムの溶解度を示したものである。

次の問いに答えなさい。

⑴ 　 水にとけた硝酸カリウムや

塩化ナトリウムを，固体としてとり

出すには，どのようにしたらよいか。

それぞれについて簡単に書きなさい。

⑵ 硝酸カリウムを80℃の水50gにとけるだけとかして飽和水溶液をつくっ

た。この飽和水溶液を20℃まで冷やすと，何gの硝酸カリウムが結晶とし

て出てきますか。

　右の図は，ミョウバン（Ａ），硝酸カリ

ウム（Ｂ），塩化ナトリウム（Ｃ）の，溶解

度曲線である。次の問いに答えなさい。

⑴ 60℃の水を100gずつ入れた 3つの

ビーカーに，Ａ～Ｃの物質をとかして

飽和水溶液をつくった。これらの水溶

液の温度を10℃まで下げたとき，固体

として得られる物質の質量が多い順に，Ａ～Ｃの記号を並べなさい。

⑵ 70℃で100gのＡの飽和水溶液と，50℃で100gのＢの飽和水溶液では，

どちらの濃度のほうが小さいか。記号で答えなさい。

⑶ ⑵で，濃度が小さいほうの物質は，水の温度が約何℃のときの飽和水溶

液であれば，濃度が大きいほうの飽和水溶液と濃度が同じになりますか。

　　

⑴

硝酸カリウム

塩化ナトリウム

⑵
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⑵

⑶

⑷

⑶で，温度を 20℃に下げた
ときの物質Ａの粒子のよう
すを，粒子の総数が 15 個
のモデルでかきなさい。
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　　右の図のように，86ｇの水に14ｇの砂糖をとかしてつくった砂

糖の水溶液Ａと，質量パーセント濃度が20％の砂糖の水溶液Ｂ

100ｇがある。次の問いに答えなさい。 （ 4点× 4）

⑴ 砂糖の水溶液Ａの質量パーセント濃度は何％ですか。

⑵ 砂糖の水溶液Ｂにとけている砂糖の質量は何ｇですか。

⑶ 砂糖の水溶液Ｂの質量パーセント濃度を 5％にするには，水と砂糖のどちらを何ｇ加えればよいか。

加える物質の名称とその質量を答えなさい。

　　食塩を水にとかしたところ，とけ残りができたので，右の図のようにろ過

をして，とけ残った食塩をとり出した。次の問いに答えなさい。（ 4点× 3）

⑴ 図の装置には正しくないところがある。ろうとのあしのとがった

方を，どのようにすればよいか。簡単に書きなさい。

⑵　　　　ビーカーにたまった水溶液中では，食塩の粒子はどのようになっ

ているか。食塩の粒子を●で表し，解答らんの図にかきなさい。ただし，

●は 6個かくものとします。

⑶ ビーカーにたまった水溶液中から，できるだけ多くの食塩の結晶

をとり出すにはどうすればよいか。簡単に書きなさい。

作図

　　硝酸カリウムを60℃の水100ｇにとけるだけとかして水溶液をつ

くった。　図 1は，硝酸カリウムの溶解度を表したものである。次

の問いに答えなさい。 （ 5点× 4）

⑴ 下線部のような水溶液を何といいますか。

⑵ 硝酸カリウム水溶液の温度を10℃に下げた。このときに現れる

硝酸カリウムの結晶の質量を次から選び，記号で答えなさい。

ア 約22ｇ　　イ　約35ｇ　　ウ　約88ｇ　　エ　約110ｇ

⑶ ⑵で現れた硝酸カリウムの結晶の形を，図 2のア～エから選び，

記号で答えなさい。

⑷ この実験のように，固体の物質をいったん水にとかし，溶解度

の差を利用して，再び固体としてとり出すことを何といいますか。

⑴
⑵

⑶

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

⑴ ⑵ ⑶ 物質 質量

Ａ Ｂ

20%

100g86g

砂糖
14g

ろうと

ガラス棒

ろ紙

水の温度〔℃〕

100
ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量〔
ｇ
〕

140

120

100

80

60

40

20

0
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硝酸カリウム

図１

ア イ ウ エ
図２
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　　右の図は，物質が状態変化する

ときのようすを，粒子のモデルで

表したものである。次の問いに答

えなさい。 （ 4点× 5）

⑴ 図の矢印で，加熱を表しているものはどれか。ア～エから全て選び，記号で答えなさい。

⑵ いっぱんに，物質が固体→液体→気体と変化すると，粒子と粒子の間はどうなるか。次から選び，記

号で答えなさい。

ア 広くなる。　　イ　せまくなる。　　ウ　変わらない。

⑶ 物質が液体→気体と変化すると，体積，質量，密度はどうなるか。次からそれぞれ選び，記号で答え

なさい。

ア 大きくなる。　　イ　小さくなる。　　ウ　変わらない。

　　右の図の装置で赤ワインを熱し，赤ワインにふくまれている水と

エタノールを分けることにした。試験管Ａ→Ｂ→Ｃの順に，約

2 cm3ずつ液体を集めたとき，次の問いに答えなさい。 （ 4点× 5）

⑴ フラスコの底に入れたＸを何といいますか。

⑵ ⑴を入れる理由を，簡単に書きなさい。

⑶ 温度計の球部は，図のア～ウのどの位置にするのがよいか。記

号で答えなさい。

⑷ 試験管Ａにたまった液体には，水とエタノールのどちらが多く

ふくまれていますか。

⑸ このように，液体を熱して沸騰させ，出てくる気体を冷やして液体をとり出すことを何といいますか。

　　右の表は，純粋な物質の融点と沸点を表しており，物質の種類によ

って融点や沸点は決まっている。次の問いに答えなさい。（ 4点× 3）

⑴ 純粋な物質に対して，融点や沸点が決まった温度にならない物

を何といいますか。

⑵ 100℃のとき，ナフタレンは，固体，液体，気体のどの状態に

ありますか。

⑶ 水が液体のとき，つねに気体である物質を，表から全て選びな

さい。

⑴ ⑵ ⑶ 体積 質量 密度

⑴ ⑵

⑶

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

固体

ア

イ

液体 気体

ウ

エ

温度計

枝つきフラスコ

ガラス管

試験管赤ワイン

水

Ｘ

球部
ア
イ

ウ

物質 融点〔℃〕 沸点〔℃〕

水銀 －39 357

エタノール －115 78

ナフタレン 81 218

酸素 －218 －183

窒素 －210 －196

一問一答形式のテストをもっとたくさんさせたいときや、出題範囲を自由に選びたいときは別売 TestMaker をご利用ください。
準拠ごとの一問一答テストを簡単に作ることができます。「重要語句」の☆印の問題だけを選ぶこともできます。
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　　 物質が水にとけるようす

　　 ろ過（　　）

⑴ ろ過
　ろ紙を使って，水

すい

溶
よう

液
えき

と，水にとけずに残った物質とを

分ける方法をろ過という。

⑵ ろ過のしくみ
ろ紙のあなより小さい物質だけが，ろ紙のあなを通りぬ

けることができる。通りぬけられない物質が，ろ紙に残る。

　　 物質が水にとけるとは（　　）

・液が透明になる。

・液のこさが，どこも同じになる。

・時間がたっても，液のこさはどこも変わらない。

1

2

1 ろ過のしかた

2 物質が水にとけるようすの粒子のモデル

教科書 P.105実験 コーヒーシュガーとデンプンを水に入れたときのようす
❶　コーヒーシュガーとデンプンをそれぞれ水に入れて，かき混ぜたときのようすを観察する（図 1）。

❷　コーヒーシュガーとデンプンをそれぞれ薬
やく

包
ほう

紙
し

にのせた質量と，水を入れたビーカーの質量を合計する（図 2）。

❸　水に入れてかき混ぜた後の全体の質量を薬包紙とともにはかり，水に入れる前と比べる（図 3）。

❹　ろ過をして，ろ過した後の液とろ紙のようすを観察する。

❺　ろ過した液をスライドガラスに 1滴
てき

とり，かわいてから，ようすを観察する（図 4）。

❻　水に入れてかき混ぜたものを，一晩置き，ようすを観察する。

〔結果〕 ❶のようす ❷の質量 ❸の質量 ❹のようす ❺のようす ❻のようす

コーヒー
シュガー

とけて透
とう

明
めい

になり，ど
こも同じこさになった。

水と物質の
質量の合計

❷のときと
変わらない。

砂糖が残った。
液のこさは，どこも
変わらなかった。

デンプン
白くにごった。
（水にとけなかった。）

水と物質の
質量の合計

❷のときと
変わらない。

何も残らなか
った。

デンプンが底にしず
んでいた。

透明

透明

水

コーヒーシュガー デンプン

スライドガラス

ガラス棒
薬包紙

図 2図 1 図 3 図 4

薬包紙
コーヒーシュガー

デンプン

水が物質の粒
子と粒子の間
に入りこむ。

顕微鏡でも見
えない小さな
粒子になる。

物質はくずれ
て細かくなる。

物質は，たいへん小さな
粒子からできている。

ばらばらに
なっていく。

りゅう し

きょうけん び

ばらばらになった粒子は，液中に均一に広がり，
その状態はいつまでも続くため，時間がたって
も，液の下の方がこくなることはない。

半分に
折る。

もう一度
半分に
折る。

開く。

液はガラス棒を伝
わらせて注ぐ。

ろうと ろうと台
液はろ紙の
8分目以上
は入れない。

ガラス棒の
先はろ紙が
重なってい
るところに
当てる。

ろ紙のあな
より小さい
物質だけが，
ろ紙のあな
を通りぬけ
る。

ろうとのあしの
とがっている方
を，ビーカーの
かべにつける。

ろ
紙

じょうせん

ろ紙

ろうと

洗浄びん

水でろうとと
ろ紙を密着させる。

ガラス棒

ろ紙

ろ紙にデンプンが残る

 ろ紙には何も残らない  砂糖はろ紙のあなを通りぬけた

 砂糖

水溶液の性質
教科書 P.104～116
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　　 水溶液，純
じゅん

粋
すい

な物質と混
こん

合
ごう

物
ぶつ

⑴ 水溶液（　　）

① 　溶
よう

質
しつ

　水溶液にとけている物質。

　　　溶質は，固体とは限らず，液体や気体の場合もある。

② 溶
よう

媒
ばい

　溶質をとかす液体。

③ 溶
よう

液
えき

　溶質が溶媒にとけた液全体。

④ 水溶液　溶媒が水である溶液。

⑵ 純粋な物質と混合物（　　）

① 純粋な物質（純物質）　 1種類の物質でできている物。

② 混合物　いくつかの物質が混じり合った物。

⑶ 溶液の濃
のう

度
ど

（　　）

　　 　溶液全体の質量に対して，溶質の質量が何％にあたるか

を表したものを質
しつ

量
りょう

パーセント濃度〔％〕という。

溶
よう

解
かい

度
ど

と再
さい

結
けっ

晶
しょう

3

4

5

⑴ 結晶（　　）

水溶液からとり出した固体のように，いくつかの平面で

囲まれた規則正しい形の固体を結晶という。

⑵　溶解度と溶
よう

解
かい

度
ど

曲
きょく

線
せん

（　　）

① 飽
ほう

和
わ

水溶液　物質がそれ以上とけることができなくな

った状態の水溶液。

② 　溶解度　物質を100gの水にとかして飽和水溶液にし

たときの，とけた物質の質量のこと。

③ 　溶解度曲線　水の温度と溶解度の関係をグラフに表し

たもの。

⑶ 再結晶（　　）

溶解度の差を利用して，いったん水にとかした固体の物

質を，再び結晶としてとり出すことを再結晶という。

6

7

8

7 いろいろな物質の溶解度曲線

8 再結晶する量

3 溶質，溶媒，溶液

4 純粋な物質と混合物

5 質量パーセント濃度の計算

教科書 P.111実験 水にとけた物質をとり出す

6 結晶

質量パーセント濃度〔％〕＝溶質の質量〔g〕─溶液の質量〔g〕×100

❶ 図 1 のような試験管Ａ，Ｂを用意し，よくふり混ぜる。

❷ 　❶をそれぞれ熱して水の温度を上げていったときに，

とける量がふえるかどうかを調べる（図 2）。

❸ 水で冷やして，中のようすを観察する（図 3）。

❹ 試験管Ａ，Ｂから，水溶液を1滴ずつスライドガラス

にとり，かわいてから顕微鏡（双眼実体顕微鏡）やルーペ

で観察する（図 4）。

❶ ❷ ❸ ❹

食塩 とけ残った。とけ残った。 変化がない。立方体の結晶
が見られた。

硝
しょう

酸
さん

カリウム とけ残った。全部とけた。 針状の結晶
が出てくる。

針状の結晶
が見られた。

〔結果〕

塩化ナトリウム 硝酸カリウム ミョウバン ホウ酸

水の温度〔℃〕

。
塩化
ナトリ
ウム

ミョウ
バン

80

60

40

20

00 20 40

冷やす

60 80

温度による溶解
度の差が大きい。
　結晶をとり出
しやすい。

再結晶で出てくる
ミョウバンの質量

温度による溶解
度の差が小さい
　温度を下げて
も，結晶があま
り出てこない。

100
ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量〔g
〕

純粋な
物質 混合物

二酸化炭素

二酸化炭素

身のまわりには，純粋な物質よりも混合物の方が多い。

ブドウ糖 炭酸飲料

水

A B
A B

温度計を

水

つるす。

水5.0cm3

＋
硝酸カリウム
3.0g

水5.0cm3

＋
食塩3.0g

水溶液から
１滴とる。

ガラス棒

スライドガラス

図１

図３

図２

図４
A B
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溶質（砂糖）
30g とける。

溶液
（砂糖の水溶液）

溶媒
（水）
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 塩化水素

 無色透明または有色透明

 水，ブドウ糖，酸素，二酸化炭素など

 エタノール

物質の種類によって決まっている。
結晶中では物質の粒子が規則正しく
並んでいる

硝酸カリウムの溶解度は，
温度による変化が大きい

純粋な物質をとり出すことができる 

溶液の質量〔g〕＝溶質の質量〔g〕＋溶媒の質量〔g〕

 飽和状感

 砂糖水，炭酸飲料など

 こさ
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　右の図は，塩化ナトリウムとミョウバンの100gの水にとける最大の質

量（溶解度）と水の温度との関係を表している。次の問いに答えなさい。

⑴ 水の温度が変化しても，とける質量がほとんど変わらないのは，

塩化ナトリウムとミョウバンのどちらですか。

⑵ 60℃の水100gにミョウバンを30gとかした。この水溶液を冷や

していくと，結晶が出てきた。結晶が出てきたのは，水溶液の温度

が約何℃以下になったときですか。

⑶ 60℃の水100gにミョウバンをとけるだけとかした。この水溶

液の温度を10℃まで下げると，約何ｇのミョウバンが結晶となっ

て出てくるか。最も近い値を次から選び，記号で答えなさい。

ア 30g イ 40g ウ 50g エ 60g

⑴ グラフから，塩化ナトリウムの溶解度は水の温度によってあま

り変化しないことがわかる。

⑵ 100gの水に対するミョウバンの溶解度が30gより小さくなる

のは，水の温度が約45℃以下のときである。

⑶ 60℃の水100gには約57g，10℃の水100gには約 8gとける。

57g－8g＝49g より，最も近いのはウの50gである。

　　　右の表は，ミョウバンの100ｇの水にとける最大の質量と水の温度と

の関係を表している。次の問いに答えなさい。

⑴ 40℃の水100gにミョウバンを10gとかした。この水溶液を冷やして

いくと，結晶が出てきた。結晶が出てきたのは，水溶液の温度が約何℃

以下になったときですか。

⑵ 40℃の水100gにミョウバンをとかしてつくった飽和水溶液の温度を10℃まで下げると，約何ｇの結

晶が出てくるか。最も近い値を次から選び，記号で答えなさい。

ア 6g イ 16g ウ 24g エ 34g

　　　右の表は， 3種類の物質が，それぞれ100ｇの水にとける最大

の質量を表している。次の問いに答えなさい。

⑴ ビーカーＡ～Ｃにそれぞれ80℃の水100gを入れ，ビーカーＡ

にはホウ酸を，Ｂには塩化ナトリウムを，Ｃにはミョウバンをそ

れぞれ20gずつとかした。その後，水溶液を20℃まで冷やしたと

き，結晶が出てこないビーカーはどれか。記号で答えなさい。

⑵ 60℃の水100gにミョウバンをとかしてつくった飽和水溶液を20℃まで冷やしてろ過すると，何ｇの

結晶が得られますか。

答　⑴塩化ナトリウム　　⑵約45℃　　⑶ウ

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

- 1

- 2

溶解度例題４

解説

水の温度〔℃〕
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　　　質量パーセント濃度が10％の食塩水Ａと20％の食塩水Ｂがある。次の問いに答えなさい。

⑴ 食塩水Ａのつくり方として正しいものを次から選び，記号で答えなさい。 （ ）
ア 食塩  5  g ＋水45 g イ 食塩10 g ＋水100 g

ウ 食塩20 g ＋水80 g エ 食塩30 g ＋水120 g

⑵ 食塩水Ａと食塩水Ｂを50ｇずつとって混ぜると，できた食塩水の濃度は何％になりますか。

（ ）

　水溶液について，次の問いに答えなさい。

⑴ 80gの水に20gの食塩をとかした。この水溶液の質量パーセント濃度は何%ですか。

⑵ 25gの食塩を水にとかして，質量パーセント濃度が20%の食塩水をつくりたい。水を何ｇ用意すれ

ばよいですか。

質量パーセント濃度〔%〕＝ 溶質の質量〔g〕─溶液の質量〔g〕×100＝ 　　　溶質の質量〔g〕　　　──溶質の質量〔g〕＋溶媒の質量〔g〕×100

　　　次の問いに答えなさい。

⑴ 90gの水に10gの食塩をとかした。この水溶

液の質量パーセント濃度は何%ですか。

（ ）
⑶ 20gの砂糖を水にとかして，質量パーセント

濃度が10%の砂糖水をつくりたい。水を何ｇ用

意すればよいですか。

（ ）
⑸ 質量パーセント濃度が 2 %のホウ酸の水溶液

300g中のホウ酸の質量は何ｇですか。

（ ）

⑵ 100gの水に15gの砂糖をとかした。この水

溶液の質量パーセント濃度は何%か。小数点以

下を四捨五入して，求めなさい。

（ ）
⑷ 15gの食塩に水を加えたところ，質量パーセ

ント濃度が10%の食塩水ができた。水は何ｇ加

えましたか。

（ ）
⑹ ⑸のホウ酸の水溶液の質量パーセント濃度を

1 %にするには，あと何ｇの水を加えればよい

ですか。

（ ）

答　⑴20％　　⑵100g

⑴ 溶質は食塩，溶媒は水だから，

　2
20g

0g＋80g×100＝20　よって，20％

⑵ 溶媒の水の質量を x とすると，2
25g
5g＋x×100＝20　x＝100g

- 1

- 2

解説

質量パーセント濃度例題３

x は数字と単位をふくむ 

式を変形すると，25g＝1
20
00×（25g＋x），x＝25g×5－25g
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　ビーカーに入れた水にかたくり粉
こ

を加えてよくかき混ぜたところ，かたくり粉

は水にとけず，ビーカー内の液は白くにごった。次の問いに答えなさい。

⑴ 図 1 の装置を使って，かたくり粉と水を分ける方法を何といいますか。

⑵ 図 1 には，たりない器具がある。正しい装置になるように，図 1 中に器具を

かきなさい。

⑶ 図 2 は，図 1 のろ紙によって，かたくり粉と水が分けられるしくみを

粒子のモデルで表している。Ａ，Ｂのうち，水の粒子を表しているのは

どちらか。記号で答えなさい。

⑷ かたくり粉のかわりに食塩を水に加えてよくかき混ぜたところ，食塩

は全てとけた。⑴の方法で，食塩と水を分けることはできますか。

⑴ かたくり粉を水に加えて混ぜたとき，液が白くにごったので，かたくり粉は水にとけない物質だと

わかる。水にとけなかった物質を，ろ紙などを使って水と分ける方法をろ過という。

⑵ 液は，ガラス棒を伝わらせて静かに注ぐ。このとき，ガラス棒の先をろ紙の重なった部分に当てる

ようにする。

⑶ ろ紙のあなより小さい物質が，ろ紙のあなを通りぬけることができるので，ろ紙を通りぬけてビー

カーにたまる水の粒子がＡ，ろ紙の上に残るかたくり粉の粒子がＢである。

⑷ 食塩を水に加えて混ぜたとき，食塩は全てとけたので，食塩は顕微鏡でも

見えない小さな粒子になったといえる。このため，水の粒子も食塩の粒子も

ろ紙のあなを通りぬける大きさになったので，ろ過によって食塩と水に分け

ることはできない。

答　⑴ろ過　　⑵右の図　　⑶Ａ　　⑷できない。

　　水にデンプンを加えてよくかき混ぜたところ，液は白くにごった。にご

った液をろ過したところ，ろ紙の上にデンプンが残り，ビーカーにたまった

液体は透明であった。図 1 は，ろ過をしているときのようすを表そうとした

ものである。次の問いに答えなさい。

⑴ ろ紙をろうとに密着させるためには，どのようにするか。簡単に

書きなさい。 （ ）
⑵ 正しい装置でろ過ができるように，図 1 の にろうとのあしとビーカー

の位置をかきなさい。

⑶ 図 2 は，ろ紙のあなのようすを表している。ろ

紙のあなの大きさに比べて，デンプンの粒子とビ

ーカーにたまった液体の粒子の大きさはどうなっ

ているか。図 2 の にそれぞれかきなさい。ただ

し， はろ紙のあなの大きさを表している。

- 1

ろ過例題１

解説

ろ紙

A

あな

図２
B

図１

図２ あな ろ紙 デンプンの粒子 液体の粒子

図１
ろ紙

図１
ろ紙

作図・計算の
トレーニング 水溶液の性質6
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　　 水溶液，純粋な物質と混合物
⑴ 溶液にとけている物質を何といいますか。

⑵ 溶質をとかしている液体を何といいますか。

⑶ 溶質が溶媒にとけた液全体を何といいますか。

⑷ 溶媒が水である溶液を何といいますか。

⑸　ある物質を水に入れたとき，液が青色で透明になった。この液は水溶液

といえますか。

⑹　 1種類の物質でできている物を何といいますか。

⑺　いくつかの物質が混じり合った物を何といいますか。

⑻　水溶液は，純粋な物質（純物質），混合物のどちらですか。

⑼ 溶液のこさは，溶液全体に対する何の質量の割合で表されますか。

⑽ 質量パーセント濃度を求める，次の式の①にあてはまる記号，②，③に

あてはまることばを，それぞれ書きなさい。

質量パーセント濃度〔（　①　）〕＝ （　②　）の質量〔g〕─（　③　）の質量〔g〕×100

⑾　36％の塩酸では，塩酸100g中に塩化水素が何ｇとけていますか。

⑿　食塩が20gとけている食塩水200gの質量パーセント濃度は何％ですか。

式（ ）
　　 溶解度と再結晶
⑴ 硝酸カリウムの水溶液を冷やしていったところ，規則正しい形をした固

体が出てきた。このような固体を何といいますか。

⑵ 物質を水にとかしていったとき，物質がそれ以上とけることのできない

状態の水溶液を何といいますか。

⑶ 100gの水にとける物質の限度の質量を，その物質の何といいますか。

⑷ 一度水にとかした物質を，再び結晶としてとり出すことを何といいますか。

⑸ 右の図は， 4種類の物質の溶

解度曲線である。

① 40℃の水100gに，最も多

くとかすことができる物質は

どれですか。

② ミョウバンと塩化ナトリウ

ムで，とける量が温度によってほとんど変化しないのはどちらですか。

③ 20℃の水100gに，ミョウバンを20g加えた。ミョウバンは全てとけ

ますか，とけ残りますか。

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑸ 

⑹ 

⑺ 

⑻ 

⑼ 

⑽① 

② 

③ 

⑾ 

⑿ 

以下の語句の意味を書きなさい。

飽和水溶液

再結晶

句語重要

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑸ 

⑹ 

⑺ 

⑻ 

⑼ 

⑽① 

② 

③ 

⑾ 

⑿ 

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑸① 

② 

③ 

➡練習問題 ～

➡練習問題 ・

水の温度〔℃〕

100
ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量
〔g〕

硫酸銅
ミョウバン

塩化ナトリウム

ホウ酸
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60
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確認問題

新ワーク 理科 を使ったテスト勉強の進め方

問題演習で定着強化②

定期テストによく出る計算・作図の問題
や、実験・観察の問題を、例題＋類題の
形式で演習します。繰り返し解くことで、
解き方を定着させます。

別冊「定期テスト 得点UPトレーニング」の図表整理と重要語句は、すべて解けるように
なるまで繰り返し解き、特に☆印の問題は完ぺきにします。
本誌「トレーニング」は、例題を見ずに類題が解けるようになるまで、繰り返し演習します。

テスト範囲の内容確認

「要点のまとめ」では、教科書の重要事項を、フルカラー
の図や表を用いて、理解しやすくまとめています。

基本事項の反復練習

各単元の重要事項を、「図表整理」と「重要語句」で集中的に反復練習します。

 最後の見直し

問題演習で定着強化①

要点のまとめ・確認問題で学習した内容を、大問形式で
演習します。定期テストによく出る重要問題のみで構成
しています。

● 要点のまとめ ● トレーニング

「定期テスト予想問題 必修」は、定期テストでよく問われ
る内容のうち、基礎～標準的な内容で構成されています。
すべて、確実に解けるようにしておきたい問題です。

● 定期テスト予想問題＜必修＞

「定期テスト予想問題 完成」は、実験・観察形式の出題や、
考察を必要とする問題など、実戦的な力を必要とします。
より高得点を目指すには、このテストの問題が解ける力を
身につけておく必要があります。

● 定期テスト予想問題＜完成＞

● 別冊 定期テスト得点UPトレーニング
「確認問題」では、重要事項を一問一答で確認します。
● 確認問題

● 練習問題

理科では、教科書が新しくなるたびに、扱われる実験方法や、
太字扱いの語句、側注扱いの語句などについて、教科書ごとの
差が大きくなっています。

新ワークでは、すべての教科書を比較することで、各教科書で
最もよく出題される内容と、扱いは小さくても出題される内容を
しっかり分析しました。定期テストでより高得点を目指せるよう
に、様々な工夫を盛り込んでいます。

長めの記述問題も出題

ここで差がつく
教科書の章末などで扱われている少し難しい
内容や、教科書では側注扱いだが、定期テストに
は出る内容。この問題が解けるか解けないか
で、得点に差が出る。

差がつく１題
得点に大きな差が出る、少し難しい
入試レベルの応用問題

実験・観察形式の出題

1

予想問題で仕上げる4

5

2

3

内容のまとまりごとにブロックに分け、
箇条書きで知識を整理

重要な実験・観察を、「方法・結果・考察」
がわかりやすいように整理

要点のまとめのブロックごとに、
重要事項を一問一答で確認

記述でも問われる重要語句は、
記述形式でも練習

重要語句
一問一答で知識の確認
☆印は、教科書太字用語
など、より重要な問題

図表整理
図や表への穴埋めで、
知識の整理をする

計算問題

作図問題

実験問題

実際の定期テストに似せた解答欄

TestMaker

練習問題との対応を表示




